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8回目 for文

今日の講義で学ぶ内容

・ for文
・変数のスコープ

・ for文の入れ子

繰り返し文■for文

|建…辱頸鯰 鵞拠理して繰り返します2(暑
3然 |:Iseの場合、for文を終了しモ

条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述します

コード例 l for(a=03aく■05a++)b++j

涎ay磋塁島35:茅「高曇馨炉
処理され

for文はブロックを用いて次のように記述することもできます

または、次のように書<と読みやす<分かりやすいでしょう

～
～

)図 4~条疑り2C仏移 7

for(初期化の式IJ医□ J

lfor靱期化の式13医□ 3更新の式 )

|ミ
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〃 for文の実行
class Sample8_

{

public static void main(String[]argS)

満 ギlnli・・回目黎 唖 し動はす〆ゝ

system.out.println("繰 り返しが終わりました。
‖
)」

雀
場 か
つ

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_1.java

ミ
^場
め,卜(… )の ,か 多い̈河験lト

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。
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//1.0から 3.0まで 0。 5亥」みでの合計を求める

static void main(String[]argS)

di3 年

sum=03  //

//変数 diを 1.0から0.5ずつ増やし3。②になるまで繰り返す
fOr(di=1・ Ol diく〒3.03 di+=0.5)

薄`tsぶ、7笏顎、1き
ばD←縁燿い

"象ヽ sぃ
“

■ ′御Pa八 口ヽ
     Tの 合訓 ど Isだ

二

"です゛
S

t〔 :System.out.println(::■・0か
'33.0:夫

マ]0.5亥しみス

}

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_2。 java

実行画面

■.0から3.0まで 0.5亥」みでの合計は 10.0です。

9おr文   @鏃 懺酵
です

省略 した場合、それぞれ次α

・初期化の式

鯰岨鰹甚野嚢翠竺―一¥:ち色、
・更新の式

}

は無限ループです

礼J for文の初期化の式と更新の式には式文という分類の式を書きます

式文とはセミコロンをその後につけて文とできる式であり、代入演算子、インクリメント・

デクリメント演算子を用いた式があります

たとえば、
a++3

b=53

」1蜘 lli
ク、まど2.ο

ク、θと2よ
/ク .。ど 3・ο
…×  』fξ

↓

↓

たとえば
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//複数の変数の初期化・ 更新をおこなう
ClaSs Ext8 1

{

が 5'I
3 ∫

聡 躍 翁 鯰 悪 霊 鳳 題 剛 知 数 繭幣
きます

実行画面

1+1=2

2+3=5

3+5=8

4+7=11

5+9=14

終 わ り
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瀑≫粁or文の初期1ヒの式に変数の宣言を含めることも
できます

変数を宣言するのと同じ要領で、■つまたは複数の変数を宣言、初期化することができます

//変数の宣言と初期化を行う
class Ext8 2

{

public static void main(String[]

{

//変数の宣言と初期化
fOr蝉 3iく =5」 i++)

system.out.println(i+"回 目を繰り返しています。

//同一の型で複数の変数の宣言と初期化を行う

systn。 6ut.println(i+‖回目を繰り返しています。
m)」

args)
変数の宣言と

初期化ができます

同一の型の変数の

宣言と初期化がで

きます

異なる型の変数の

宣言と初期イしはで

きません

この場合は for文

に入る前に宣言す

るとよいでしょう

二了tブ t′⊃.土/虫′ダ|―τ
・

■回目を繰り返しています。

2回目を繰り返しています。

3回目を繰り返しています。

4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。
■+2=3

2+3=5

実行画面
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変数のスコープとは

i:Ξ381:]]髯ζ:]曽:』野
'ili:で

す
//変数のスコープ
Class Ext8 3

{

』
=質=I:F11餞

nd]arg⇒

/ノ型型/

ィ (L妄 ラフ橘 l双万 陶 蒟 菊 轟 議 隷

「

プ
~~~

9吸 畳 丞 劉 館 拠 唖 駒 製 唾 義 地

D同 じスコープ内に同名の変数が宣言されていると、
「変数ooは△△で定義されています。」
というコンパイメレエラーがでます

延ゝ for文の初期化の式で宣言される変数のスコープは、
・ 初期化の式 (その変数以降 (右側))
・条件

・更新の式

・ for文のプロック
です

たとえば、次の for文で変数 iのスコープは点線内部です

r… f91(lint i三
ユ」 ■く=53 ■+十 )~~~~~~~~…

…………
l

:!{                 :
System.out.println(‖ 繰返 し番号 ")j  l

System.out.println(i)3     1

麦汐りl)・

務 tかw務 ぃょ

光
,(

3っ Aク切町]ィ (

魂rムの無凡十nぉ蛯レニ
~~~ll′

キ多l｀ ,7,5》 j[23と 7 ta さjゎ七),。
１
一
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黒 次
のように for文を記述するとどうなるでしょうか

'

//for文のよ<あるミス
class Ext8 4

{

public static void main(String[]args)

{

int i=03

〃 for文ブロック前に 3(セミコロン)を入れてしまったら?

ヽSyStem.Out.println(“ 処理

ギ:回目を繰り返し]はす。や`
次の繰り返しに進みます。

‖
)」

〃 for文のプロック
fOr(i=■ liく =55i++)Zヽ ヽ

System.oJ.println(it‖ 回目を繰り返しています。・

for文のプロック {}がない場合
次の■文がfor文の繰り返しで

実行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわ

る処理です

単独のセミコロ〕

繰り返しで実行する

文が空の for文と解釈

されます

次に続 <ブロックは
for文の繰り返しに含
まれず、常に実行され

る通常の文です

怖ガ
ユ

フ

リ

，

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。

次の繰り返しに進みます。

処理を終了します。

6回目を繰り返しています。

次の繰り返しに進みます。

処理を終了します。
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|  ‐      for文 の入れ子

for文は、■つの文です
for文を他の for文に入れることができ、多重の繰り返しを処理できます

for(初期化の式13医□ J陣新の式|)for文

または、次のように書<と多重の繰り返しが分かりやすいでしょう

多重 for文の動作

外側の for文が一回繰
り返される毎に内側の

for文が処理されます

for(初期化の式■|;際件■13更新の式 1)

{

□
ｒＯｆ

　

ｆ

「
　

　

　

　

　

ｌ^

１

D2～ 3重の for文の入れ子はよ<使われますので1慣れておくとよいでしょう

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_3.java ④ 0
//for文のネス ト構造
class Sample8_

{

public static void

{           _―
int i, ]」

ヽ

main(String[]argS)

ダつ }`j″女ndつし∂―

内牟1嫁 のヵうガ ー

‐
一緋

″

國

＞２ま

　

渤

二ヽに曖不味艦〓開″″̈

〃 2重の繰り返し
fOr(i=0」 iく 5Ji十+)//変数 iを 0から 4まで繰り返す。
{

、口 じ
つ21

入4)
ゆ府
イノ
~も・1
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実行画面

iは 0:jは 0
iは 0:jは ■
1は 0:jは 2
iは 1:jlま 0

iは ■:jは 1
iは ■:jは 2
iは 2:jは 0
iは 2:jは 1
iは 2:jは 2
iは 3:jは 0
iは 3:jは 1
iは 3:jは 2
iは 4:jは 0
iは 4:jは ■
iは 4:jは 2

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_4.java タリ 因イリ
ll

９
イ
Ｊ
″

/

C

{

fOr(i=■ 5iく=91i++)//変数 iを ■から9まで繰り返す。
{

fOr(j=■ 3jく =9」 j++)〃 変数 jを 1から 9まで繰り返す。
{

//i tt j列 目の九九を計算ζittΨ翼ンし,等し一――線 Z曹。ううし2)りa
//1段毎に改行を入れる laし 1,、 1
systemoout.prin彎

突
8‐とゥ旬こ多んル3像後t<璽)´

じヵ′Ь.
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実行画面

■

２

３

４

５
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７
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９
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２

４

６

８

２

４

６
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■

■

■

■
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3

6

9

■2

15

18

2■

24

27

4

8

■2

■6

20

24

28

32

36

5

■0

■5

20

25

30

35

40

45

6

■2

■8

24

30

36

42

48

54

フ

■4

2■

28

35

42

49

56

63

8

■6

24

32

40

48

56

64

72

9

■8

27

36

45

54

63

72

81

目目 今日の請義のまとめ ‖
・ for文は繰返し処理を記述します。

・ for文は、初期化の式と条件、更新の式、繰返し対象の文からなります。初期イじの式は最初

に一度だけ処理されます。条件が真である間、文と更新の式が繰返し処理されます。条件が

偽になるとfor文は終了します。

・for文は、前判定ループです。前判定ループとは、対象となる文を処理する前に条件が評価・

判定される繰返し処理のことです。

・変数のスコープとは、その変数を参照可能なコード上の領域のことです。

・ for文の中に for文を入れることで多重の繰返しを処理できます。

■ロロ■
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